
新型コロナウイルスに感染した人が

飼っているペットを預かるために

知っておきたいこと（Ver.4）

この記事は2020年7月9日時点の情報に基づいて作成しています。
今後、新しく得られた情報により、内容が更新されることがあり
ますので、あらかじめご了承ください。
また、個別具体的な事象への判断を行うものではありません。

公益社団法人東京都獣医師会
危機管理室 感染症対策セクション



• 新型コロナウイルス感染症については、新型であることから基礎情報がなく、
東京都獣医師会では、膨大な情報を集めながら、精査しつつ、みなさまに情報
発信を続けてまいりました。
そして流行開始から7カ月が経過し、感染に関する一定の情報が得られ、
感染対策についても整理されてきたことから、過去に発信した情報の見直しを
行いましたので報告します。

• 新型コロナウイルスは、犬や猫のほか、大型ネコ科動物等への感染が少数なが
ら報告されていますし、オランダやデンマークのミンク農場での集団感染事例
等も報告されていますが、現時点でも、新型コロナウイルス感染症は人から人
へ感染する病気であり、人からペットに感染したとしても、
ペットが人に病気を移したという報告はなく、その可能性は依然として低いと
考えています。

• しかし、人からペットへの感染の可能性はあるため、新型コロナウイルス感染
症にかかっている人は、ペットのお世話を家族に依頼する等し、ペットとの接
触を避けるべきでしょう。
そして、新型コロナウイルス感染症だけに限らず、普段からペットと接する際に
過剰なふれあいを避け、手洗い等をきちんと行うことは、
“人と動物の共通感染症”からご自身の健康を守るために必要です。

はじめに



新型コロナウイルスに感染した人が住んでいる環境

新型コロナウイルスに感染している人の住環境には、

大量のウイルスが存在したり、付着したりしています

犬や猫も、家具も同じです。

その部屋に入室する人や物にもウイルスは付着しますし、

人は感染する可能性があります。

そこに住む犬や猫も

感染している可能性が

あります。



新型コロナウイルスに感染した方に飼われているペット

• 飼い主と同じ環境にいたペットの体表
には、ウィルスがゼロではないかもし
れないので、注意しましょう。

• 場合によっては、感染し体内にもウイ
ルスが存在している可能性があります。

• ただし、AVMA（アメリカ獣医師会）
によると、飼い主のくしゃみや咳で飛
び散った唾液等が、ペットの被毛に付
着したとしても、唾液等の水分が被毛
に吸収され、ウイルスも毛に吸着され
るため、感染しにくくなるということ
です。

AVMA : https://www.avma.org/resources-tools/animal-health-and-welfare/covid-19

※被毛は多孔質、繊維質なので水分を吸収しやすい



1. 飼い主側が連れてくる場合

注意のポイントは人⇔人感染対策！
感染した飼い主と濃厚接触していない方に協力をお願いして
ペットを届けていただくことを推奨します。

• 小型犬や猫はキャリーバッグに入れて連れてきてもらって下さい。
中・大型犬は首輪や引き綱を消毒し、装着してください。

• 預かるスタッフはマスク、メガネ等を装着して下さい。

• 預かったキャリーバッグの外側や持ち手をアルコールや
逆性石鹸液等で消毒してください。

次亜塩素酸ナトリウム液※（0.05%）で消毒する際には
手荒れ防止のため、グローブを装着するといいでしょう。

※家庭にもある塩素系漂白剤です（例：ハイター等）
0.05％に薄めて使用します。

新型コロナウイルスに感染した方に飼われているペットを
ペットホテルやあなたの家で預かるために



2. 飼い主宅に赴いてペットを預かる場合

• 注意のポイントは人⇔人感染対策！

• 飼い主玄関前での引き取り時間を飼い主と預かり側で決める。

• 飼い主は、引き取り時間までに、ペットをキャリーバッグの中に入れておく。

• 引き取り側は、①マスク、②手袋、③メガネ、④ガウン等、
⑤大きなビニール袋３枚用意する。

・車で移動する場合には、キャリーバッグをのせるスペースに、
⑤のビニール袋1枚を敷いておく。

• 飼い主宅に到着したら、預かり側は①、②、③、④の
防御具を装着する。 ※参考防護対策例_20200604

• 預かり側は、玄関に行く前に、到着を電話で知らせる。
次頁に続く

新型コロナウイルスに感染した方に飼われているペットを
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新型コロナウイルスに感染した方に飼われているペットを
ペットホテルやあなたの家で預かるために

• 飼い主は、ペットの入ったキャリーバッグを玄関前に置く。
※飼い主とお迎えに行った人が直接顔を合わせて会話しないこと。

• 預かり側は、ペットが入ったキャリーバッグを持って飼い主宅の
敷地から出た後、地面に置いてキャリーバッグの持ち手、外回りを
消毒液（0.05%次亜塩素酸ナトリウム液等）を含んだ布で拭く。

• キャリーバッグの外側と持ち手の消毒が済んだら、
①、②、③、④は脱いで、⑤のビニール袋を二重にして入れ、
すぐに手指を消毒する。

• 車内のビニール袋を敷いた場所にキャリーバッグを置く。

2. 飼い主宅に赴いてペットを預かる場合（続き）



新型コロナウイルスに感染した方に飼われているペットを
ペットホテルやあなたの家で預かるために

3. シャンプーは必ずしも必須ではありません

可能性は低いものの、
ペットがウイルスを保有している場合に備え、
念のためにシャンプーを行う場合には
マスクやメガネを装着することをお勧めします。

6月30日現在、世界で1千万人以上の感染者が出ていますが、
現在迄にペットの被毛を介した感染報告はありません。

これまで本会では、体表についたウイルスに対策するため
用心を重ね、シャンプーを勧めてきましたが、
AVMA（アメリカ獣医師会）では
「必ずしもシャンプーを必要としていない」と示しています。

これらのことから

「ペットを預かる際にシャンプーは必須ではない」と

情報を修正します。



新型コロナウイルスに感染した方に飼われているペットを
ペットホテルやあなたの家で預かるために

4. 預かった後の管理

念のための対策です。

• お世話をする際にはマスク、メガネを
装着してください。

• 作業の前後には手指消毒をしてください。

• 14日間は隔離することが望ましいでしょう。

• ウイルスを保有しているかもしれません。
濃厚接触（キスしたり、人が使っている
お皿等を共有する）等しないように、
気を付けましょう。

• 隔離している場所や飼育用品は
次亜塩素ナトリウム液（0.05%）等で 消毒しましょう。



新型コロナウイルスに感染した方に飼われているペットを
ペットホテルやあなたの家で預かるために

5. 猫の場合

犬と同様の対策です。

• お世話をする際にはマスク、メガネを
装着してください。

• 作業の前後には手指消毒をしてください。

• 14日間は隔離することが望ましいでしょう。

• ウイルスを保有しているかもしれません。
濃厚接触（キスしたり、人が使っている
お皿等を共有する）等しないように、
気を付けましょう。

• 隔離している場所や飼育用品は
次亜塩素ナトリウム液（0.05%）等で 消毒しましょう。



注意！ 次亜塩素酸ナトリウム液と次亜塩素酸水は別のものです

（1）次亜塩素酸ナトリウム液について

• 家庭で塩素系漂白剤として使用されることが多いですが、優れた消毒作用もあります
• しかし、強いアルカリのため身体に使ってはいけません
• 新型コロナウイルス対策のためには、0.05%の濃度になるよう水で薄めて使用して下さい
• 酸と混ぜると塩素ガスが発生して危険です
• 換気に気をつけて下さい
• 薄めた液体は効果が薄くなっていきます。その都度調整して下さい

（2）次亜塩素酸水について

・ 塩酸または塩化ナトリウム水溶液を電気分解することで得られる液体です
一定濃度以上の「次亜塩素酸水」が新型コロナウイルスの量を減少させることが独立行政
法人製品評価技術基盤機構（NITE）にて確認されました。
目に見える汚れをあらかじめ落とした上で、
１）拭き掃除には、有効塩素濃度80ppm以上の次亜塩素酸水を使い、

十分な量の次亜塩素酸水で濡らすこと、
２）次亜塩素酸水の流水で掛け流す場合は、有効塩素濃度35ppm以上のもので

20秒以上掛け流すことでウイルスの量が減らせるとされています。

厚生労働省HP 新型コロナウイルスに関するQ&A（一般の方向け）
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/dengue_fever_qa_00001.html#Q4-3

したがって物の消毒には一定の効果がありますが、動物の体表の消毒には不向きであると考えています。

※0.05%濃度の目安
原液濃度が5％～6％の次亜塩素酸ナトリウム液を使用する場合は、500㎖のペットボトル
1本の水に、5㎖（ペットボトルのキャップ1杯）の原液を入れます）


